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ミャンマー中部の後期中新世～前期更新世齧歯類化石
Rodents from the upper Miocene to the lower Pleistocene of central Myanmar
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ミャンマー中部の新第三系イラワジ層（上部中新統―下部更新統）から産出した齧歯類化石 (ヤマアラシ科，メクラネ
ズミ科，ネズミ科)について分類学的，生層序学的な検討をおこなった．
ヤマアラシ科はHystrix属の 2種が同定された．大型かつ半高歯冠型のHystrix paukensisと，小型かつ高歯冠型のHy . cf.

brachyuraの 2種に分類された．前者は上部中新統―下部鮮新統にかけて産出した唯一の齧歯類標本で，上部鮮新統―下
部更新統からも発見された．一方，Hy . cf. brachyuraは東南アジアに生息する現生種に類似しており，上部鮮新統―下部
更新統からのみ発見された．これは現生のHy . brachyuraに繋がる系統と考えられ，後期鮮新世には既に出現していたこ
とが明らかになった．
メクラネズミ科は上部鮮新統―下部更新統からのみ発見され，ミャンマー中部の現生属RhizomysとCannomysを含む

Rhizomyinae（タケネズミ亜科）に属する可能性が高い．タケネズミ亜科は下部中新統以降のアジアから知られているグ
ループで，比較的原始的な系統のKanisamysやBrachyrhizomysがインド・パキスタンのシワリク層から産出している．ま
た，現生属のRhizomysは上部鮮新統以降の中国から発見されており，これらとの関係について議論していく．
ネズミ科は大型種 1種，中型種 2種，小型種 1種に分けられ，このうち大型種と中型種の片方がそれぞれHapalomys，

cf. Ratchaburimysと同定された．産出したHapalomysは現在ミャンマー南部に生息するHa. longicaudatusと類似している
が，上顎第 1後臼歯の形態に違いが見られた．またRatchaburimysは絶滅属で，タイの上部鮮新統から下部更新統にかけ
て産出していることから，ミャンマーとタイの同年代における齧歯類群集の共通性が示唆された．中型種のもう一方と
小型種に関しては、現在検討中である．
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